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5 万分の l 地質凶幅

説明書 浜 頓 別 (旭川ー17 号〉

北海道立地下資源調査所

北海道技術吏員松下勝秀

同 小山内照

同 石山昭一

北海道嘱託中村耕一

はしがき

浜頓別図|幅および説明書は，昭和 36 年から同 38 年十こいたる間，延約 270 I=lを費し

て行なった野外調査の結果を整理し，とりまとめたものである。

調査にあたっては，図幅の南東部に発達する日高累層群の分布地域を，中村の協力

のもとに松下が分担し If'央部ならびに南阿部に発注する新第三紀層および、白亜紀層

の分布地域を，石111の協力のもとに小山内が分担したのまた，新第三紀層の分布地域

の調査にあたっては，当所三谷勝利氏の援助をうけたのさらに，新第三紀層ならびに

第四紀!脅から産出した化石の鑑定は，北海道大学助教授魚住悟氏の労をわずらわしたり

説明書をとりまとめるに当って，北海道開発局J仁川芳男氏にし、ろいろと御指導をたま

わった。

報告に入るに先だち，上記の三谷勝利，魚住悟， ~仁川芳男の各位に深謝するのまた，

現地でいろいろな便宜を計っていただいた，浜頓別役場および中頓別営林署のかたが

たに厚くお干し申し上げるの

I 位置および交通

浜頓別凶幅の占める地域は，北緯 45°0σ，....，45°10'，東悼 142°15'，....， 142°30' の範囲で

ある。北東部はオホーツク海に面しているの行政IK割では，宗谷支庁管内にあり，大

部分の地域は浜頓別町に，北端の一部は猿払村に，南端の一部は中頓別町にそれぞれ

属している。

-1-



町
内
乱
牛
小

h，
h
司U
2
K
E
P
J
喧

E
E

ふ
川
田
仇
旧
日
・
「

h
J
小
H
mリ

\
A
Vで
笠
置
羽
川
r
Q
川
作
押

お
剖

h
w思
ヨ
件
単
心
品
川
『
回
申
込
門
信

図
戸
糠

交通は， f:E!鉄天~t線が，頓別川

ここヵ、らに沿って浜頓別に至り，

北上して海岸線に平行に鬼五日I] ，

稚内方面に|匂っている m また，浜

舶

て，国鉄興浜北線が通じているの

[ヌi幅地域内には，下頓別，浜頓別，

III軽，思午および科|什の各駅があ

る。

海岸線沿いには国道 238 号線が

通じだ北線沿いには，浜頓別ま

で道j丘が通じている。そのほか，

ウツナイ JIIおよ lf モウソタン)f I,

ウツナイ川などの主要河川に沿っ

て，林近および併用林道が問さく

されている凸

形地II

凶幅地域の地形は，その特徴か

ら次の 4 つに分けられる子

凶幅南東部の山岳地'貯1)

凶|岡市西部の丘核地帯2)

l司幅北西部の干:tH.地 'i長3)

rIili別川流域およびクッチヤロ

沼周辺の低地市

4)

1) は，標高 300.--700 m の山岳

地帯であって，起伏に富んでいるの

このうち，珠文岳周辺は標!奇 600

.-...-700m ときわ立って高いが，他

-2-
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す。この様子は第 2 図の地形投影新面図によくあらわれている。この地帯は，日高黒

層群の分布地域とほぼ一致する。高度があり起伏は多いが，山陵全体が円みを帯びて

いるのが特徴である。

2) は，標高 100--200 m の波状地形をとる丘陵地帯であるう高度は低いが，その割

合には起伏に富んでいるつこのi也吊・は白亜紀層および新第三紀層の分布地域とほぼ一

致する。

3) は，第四紀更新世の地層の堆積両であるョ海岸線にほぼ平行に， 15--30m の面，

および 30--50m の面があるゥ海岸に沿っては， 5.-...-6m の面が情状に分布しているつ

4) は，沖積面であって，現河川氾 j監ヰ i 積物や，t!rQ地性堆積物などの分布する地域で

あるの

河川は，図 l隔を 2 分する形で，南西から北東に向って，住 i別川がオホーツク海にそ

そいでいるり頓別川の東西 !tltj 側には支流が発達しているロ東側にはウソタン川があ

り，大半の地域がその流域にふくまれるつこの北側には，豊~別川が，南には鬼河原

川および一己内川がある p 西側には，市からウヅナイ川， モウツナイ川および 17 線

川などがある。図|幅北西部には，仁達内川およびポン仁述内川があり，クッチヤロ小

沼に計五、でいるつ

グッチヤロ小沼と大沼は，せまい水道で速なり，浜頓別の北側を通る水道でオホー

ツク海に連絡しているう

III 地質

IIL1 地質概説

浜頓別|司|隔地域の地質構成は，総括友(第 1 去)にしめしたとおりである。すなわ

ち，下位から， (1)ジュラ紀一ド部白亜紀層， (2) 白亜紀層， (3) 新第三紀層， (4)

第四紀層である。

lh
(1) は輝緑岩質凝灰岩 (v 、わゆる輝緑凝灰岩〉ァチャート，粘板岩などを主体とする

地層で， J.ム-く北海道の基盤となっている H 高架層群に属する。産出化石や若干日などか

ら北海道中央部に発達している空知層群に対比されているつこれらは，宥質，屑相

上からベーチャン層群とウソタン層群に分けられるのおのおのは，さらに細分するこ

*鈴木 (1963) の提唱によるの

-4-



第 1 表地質総括去

時代 i也- 層 名 層(m厚) 層 中日 そ の i山出

rp 積 層 砂・喋・粘土・泥炭 自然貝層
現

病 砂 丘 砂

崖 金佳 礁・粘土

世
砂 堤 列 砂・喋

四 更 風成堆積物 砂

第 2 段丘堆積物 目祭

新 浅茅野層 10~5 。喋・砂・粘土

高己 第 l 段丘堆積物 喋・粘上
世

ポンニタチナイ層 粘土・礁・泥炭
Ostrea, Menyantes

新叶き 鮮新枕 中 頓別層 300+磯岩・砂岩 不整合ム 滝化石III 動-物本群 別

高己 中新世 17 長泉 III 層 600+ 硬質頁岩・喋岩・ j尼岩 不整口 峠化石下動-物 1学群内

~~子臼 平 岩t部部砂層 岩、 確 中・粗粒砂岩・喋岩
不整合

f¥ 太 上部部層シルト岩 シルト岩

白
ト

日IJ 郎
ナ

中部砂岩部層 砂岩・シルト岩

イ i尺 下部層部シルト岩 シルト岩

世
層層 下部砂岩部層1000十 ミ砂雑岩色砂・岩行尼ミクイ砂岩ミ

亜 上 シルト岩部層 砂質シルト岩・シルト岩

群
思旬

砂相質・中シ粒ル砂ト岩岩・シルト岩・
Inoceramusschmidti

層 砂岩部層 500

中間訂4 上部 寿 層 nuolocυ内砂シ岩ル~ 岩 訓γμ小/質 ン、 lν ~岩
整合

水銀鉱床

紀世エ零号沢層 300十砂岩・頁岩
ろ'

群層ゾ 上 川ふ除島只両 ロ川ハ 層 ン、 v~ 岩 白山 色 続持灰岩 II

Inoceramusnaumani

{古円世 直旦 口刀 層 噌凋 υ0+砂黒色岩 頁岩 ン、 レ ー'ト岩 含別れf市修
断層

日ウ フーレビラ層 800 粘板岩・砂岩・チャート

断層

下亜紀部白 タノ鬼 河 原 層 醐 帖輝 板掃石h出…向質-骨躍 喧仇 古一・チ 守 ト
高ン珠文岳層 13中灰白守チャート・赤褐芭チ

層群 14001-'I一

累 ナ イ( 層 粘輝 板緑 岩岩質.凝砂灰岩岩・チ -t-!-
断層

ぺ豊寒別層 120lo 輝緑岩質凝灰岩・チャート
ン I I~- -1__~300

ユ 層 チヤ ヒ フ-力 ナ 刊f 層 粘チ板ヤ岩一 石.灰輝緑岩岩質凝灰岩
II

紀ラ 群 、/ 開口" りil ,ノP 層 粘輝板緑岩岩質・砂凝岩灰岩.チ・石マ灰一岩ト
石灰岩鉱床

喜ポロヌブ。リ層伽野空軍凝灰岩・問岩・ 整合PycnoporidiumIabatum
Spongiomorpha.sp.

- 5 ー



とができるの

この凶幅の南部に隣接する中頓別図1隔地域には，ペーチャン層群が)よく分布してい

て，それらの層序が明らかにされたが，浜頓別図幅地域では，上位のウソタン層群の

層序が明らかになった凸しかし，ベーチャン層群とウソタン層群との関係については，

いぜんとして不明である。

地質構造的にみると，中頓別凶幅地域で特徴的な，衝上性の断層が弱まり，むしろ

地塊運動的要素が強くなっているの

(2) の白亜紀層としたものには， 2 つの性格の違ったものがふくまれている。

1 つは，豊別層であって， 日高累層群の発達地域に断層で落ち込んだ状態で分布し

ている。との地層は，岩相 Lから明確にウソタン層群とは区別され，その岩相や分布

の構造的位置などから，音威子府，中頓別両l司|隔の地域に発達している歌詮層群に対

比されるものであるつ

他の 1 つは，図|隔の南西部地域に分布する白亜紀層である力これは，神居古j軍，I守の

東側で，南北に北海道を縦断する地溝状の白亜紀層の分布範囲の最北に当る。浜頓別

図l幅地域に分布している白亜紀層は，上部エゾ層群と，函測層群に対比される頓、別層

群であるゥこれらは，層相からさらに細分されるつ

(3) の新第三紀層は， (1) や (2) の各層を不整合におおって， 凶幅r1J央南部から北

西方向に帯状に分布しているの乙れらは ， 2 層に分けられる。下部は 17 線川層とよ

び，中新世に属し，岩十目的に稚内層に対比されるつ上部は中頓別層で、 17 線川層，頓別

層群， 上部エゾ層群，豊号Ij層およびボロヌプリ層などの地層を不整合におおって分布

してし、る。

中頓別層は，滝川階をしめす化石を産し，あきらかに鮮新世に属する地層であるの

(4) の第四紀層は， 頓別川以北クッチャロ沼周辺に分布している更新世の地層や，

各河川の沿岸や東南部山地の周辺部に発達している段丘堆積物がある。最下部のポン

ニタチナイ層の中に爽在している泥炭には Menyantes の種子が含まれているつ

海岸に沿って，砂堤列や，海岸砂丘が発達しているの頓別川川口からド頓別にかけ

ての地域や，クッチヤロ沼周辺地域には，泥炭が広く分布している。また，豊別から

斜内にかけての海蝕崖や，豊寒別川の南岸に沿っては，崖錐が発達している司

III. 2 地質各説

III.2.1 ジュラ系一下部白亜系

-6-



III.2.1.1 llj高県)曽併

枝幸山塊一帯に分布している日高累層群については，~~.く福地のIVI~ft報告がある。

福地は，この地域の古期岩煩を古生層を考え，岩相上から秩父古月村時にふI比したっ

一jj ， 北海道中央南部には， f:l高系，神居古酒系と呼ばれている 111・期岩類があり，

乙れも秩父古生層や，三波川系に対比されてきたき戦後，日高造山の研究が進み， 日

高帯と神居古厚fi? との関連がしだし、に明らかになったっまた， I斗 ill高調査の進展に伴い，

従来の古期岩類の一部には，ジュラ紀層D存在が確認され，空知層群として層序が明
日)G)7)

らかにされたっさらに，日高系についても，古生)吾を指示するものはなく，むしろ中

生層であろうと推定される点が多くなってきたのしかしいぜんとして，日高層群を

古坐)曹と考えている，つまり内生層を日高層訂:とよぶ人達もいるが，これを全面的に

百定するまでには至っていない。空知層群にしても， ド|浪未詳の地層であり，日高層

群との間にし、ろいろな混乱があったっ 1961 年，長谷川他は，先エゾ層群を一括して日

l萄果層群という名称を提唱したd 日高果層群は， ト位から中の川屑J，i-f，神威層群，空

矢11層群の 3 層群に分けられているゥ

浜頓別凶l隔地域に分布している日高黒層群は，岩相からみて上記の分借の空知層群

に対比されるものであるつ

この日高累層群は，市に隣接する中頓別図l隔地域でベーチャン層群とウソタン層群

に分けられたっこの層群の分帯は，浜頓別図|隔地域でも確認できるが，両層群は断層

で接していて，本来の関係はあきらかでなし、

i) ペーチャン屑群

1902 福地信世: ベーチャン統・パンケナイ統

1935 鈴木要: ポロヌプリ層・ベーチャン層

1963 小山内照他: ベーチャン層群

ベーチャン層群は， J脅伺の違し、により下位から，ポロヌプリ層，問ノ) II 層，ヒラガ

ナイ層および豊寒別層の 4層に i天分することができるつ下位の 2 層，すなわち，ポロ

ヌプリ層と間ノ川層は，巾頓別図|幅地域に発達しているそれとほとんど変らないが，

ヒラガナイ層の層相は若干達っている。豊寒別層と，市に隣接する中頓別図 III面のパン

ケナイ層との関連とが不明であるので今後に残された問題であるゥ

i).l ポロヌプリ層

1902 福地信世: ベイチャン統の一部

- 7 -



中頓別l司幅地域に発達しているポ

第 4 図 ポロヌプリ陪の輝緑岩質凝灰岩

砕石場，右手上に石灰右を狭む

1935 鈴木要: ポロヌプリ層の一部

1963 小山内 限他: ポロヌプリ層

模式地: r[l ノ川流域，斜|付岳周辺

分 布: 中ノ川流域，ウソタン川上流から図幅の南隅にかけての地域には，隣接

する巾頓別l司幅地域からの延長部分が帯状に分布している。熊の沢上流から斜内岳に

かけての地域，モブタウシ西方の砕石場から豊宋別JII I:Jfrtにかけての地域，鬼河原川

中流地域。

岩質・層相: 乙の地層は，全体的にみると，緑色岩煩の卓J生する j也層で、ある。中

ノ川流域では，塊状の輝緑岩質凝灰岩が多く，チャー卜，あるいはチャー卜質の部分

をはさんでおり，その構造を知ることができる。しかしこのチャート層も連続性に

乏しい月チャートおよびチャート質の部分は，淡緑色を呈しているが，輝緑岩質凝灰

岩は，緑色ないし青緑色を呈しているう

ウソタン川本流流域のポロヌプリ届もほぼ同肢の宥相をしめしているが，黒色粘板

岩の薄層や，小規模な石炭岩を挟在

している。 #4内岳から斜内山道(口

梨泊凶I隔)にかけての地域に分布す

る地層は， l皆緑色を呈し，細粒で塊

状をとり節理が発達しているち粗粒

な輝緑岩は見当らないが，細粒の輝

緑岩質岩が多いようであるロモブタ

ウシ丙方の砕石場では，緑色の輝緑

岩質凝灰岩の上に厚さ 5---7m のイ i

灰有があり，その上位は削剥されて

いてわからないが，この石!反岩は輝

緑岩質凝灰宕の中に挟まれているも

のであろうー鬼河原川け I流地域に発

達しているこの地層は，暗緑色と赤

褐色を呈している部分があるつ全体

的に破砕がし、ちじるしし、。
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ロヌプリ層と比較すると，この凶l隔地域に発注しているそれは輝緑岩質凝灰岩が多く，

粘板岩や砂岩などの介在十日が少ないようであるの

構造: 中ノ川およびウソタン川流域では， N50ー-60ー E ・ 70°-75° NW の走

向・傾斜をしめしている。

上位層の構造を加味すると背斜構造が推定される。この構造の南東部では， N400_

50ー E ・ 60 0 NW の走向・傾斜をしめし， 単斜構造をとっている凸モブタウシ西方の

砕石場から豊寒別川上流にかけての地域では，ほぼ南北性の構造をとり，上位層準の

構造から背斜構造が推定される。斜内岳周辺ではタ岩質の項でのべたように塊状であ

ることから，走向・傾斜が不明で構造は明らかでない。

化石: この地域では肉眼的な化石は発見されなかった。しかし南に隣接する

中頓別図幅地域内で，今西は ， PycnoporidiumlobatumYABE& TOYAMA と，橋

本は， 5ρongiomoゆhan， sp. をそれぞれ発見し報告している。これらの化石および岩

相から，ポロヌプリ層は， 7E知層群の山部層に対比されている。

層 厚: 地質構造の明らかな中ノ川で計測すると 650m十であるつ

i) .2 間ノ川層

1902 福地信世: ベーチャン統の一部十パンケナイ統の一部

1935 鈴木 要: ポロヌプリ層の一部十ベーチャン層の一部十ピラカナイ層のー

部

1963 小山内照他: 問ノ川層

模式 J也: ナイ川上流地域。

分 布: ナイ川およびウソタン川上流地域，凶|隔の東部地域および豊寒別川上流

地域凸

岩質・層相: 粘板岩を主体とする地層で，砂岩，チャート，輝結岩質凝灰岩およ

び石灰岩などを扶んでいるのナイ川や中ノ川では，チャートや輝緑岩質凝灰宕をひん

ぱんに挟んでいて，なかには粘板岩と薄互層をとっている部分もみられる。しかし，

全般的に勇断がはげしく，これらの岩相を追跡することはむずかしし、また，豊寒別

川上流地域では，粘板岩を主体とするが，砂岩やチャートをしばしば介在しているの

砂岩は/桐粒から粗粒まであって，とくに組粒砂岩は石英粒を多くふくみ，マルコーズ

砂岩質のものである凸また，この地域のチャートの分布地域に露頭はなく，発達地域

に大きなフ‘ロックとして存在していることが多い。
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間ノ川層には，石灰右が挟在しているが， )享さ数 10em のレンズ状のものが多L 、白

図I隔の東に隣接する目梨泊~I隔との境界地域に，ややまとまった岩体があるにすぎな

し、巴

構 造: 一般に破砕がし、ちじるしく，構造はあまり明瞭でなし、豊寒別川上流地

域では，ポロヌプリ層の背斜核の両翼に分布しており，西翼部では N 10ー........20ーE ・

30°-,40 °NW, 東翼部では N 100 E ・ 85° SE の走向・傾斜を示している凸 しかし

分布の広い草寒別川上流地域では露出の状態が悪いので，必ずしも東傾斜の単斜構造

をとっていると決めることはできなし、ナイ川上流地域に分布するこの地層は，中ノ

川を中心とする背斜構造の西翼にあたり， N30ー E ・ 70° NW の走向・傾斜をしめし

ているつ東翼部はウソタン川本流域に分布しており，走向は N50ー........60ーE，傾斜は

65ー SE であるつ熊ノ沢上流以北の地域では， N20ー........40ーE ・ 50°........50° SE の走向・傾

斜をしめし，単斜構 j吉をとっているようであるの

関 係: 下位のポロヌプリ層とは整合で，輝緑岩質凝灰岩の少なくなるところか

ら間ノ川層としたの

屑 厚: 構造的にもめている部分が多いので明確でないが， 1 ， 000m 以上と推定

される。

i).3 ヒラガナイ層

福地信世 (1902) : ベーチャン統の一部

鈴木 要 (1935) : ヒラガナイ層の一部

小山内 照他 (1963) : ヒラガナイ層

模式地: ナイ川ド流および熊ノ沢流域合

分 布: ナイ)II 下流，態ノ沢，ウソタン)1/ 中流および上流流域っ

岩質・層相: チャート，輝緑岩質凝灰岩および粘板宕などから構成されている地

層であるうわずかではあるが， f沙有や石灰岩を扶んでいるゥとの層相は，隣接する中

頓別凶幅地域に発達しているヒラガナイ層とは，若干違っているつしかし間ノ Jilt二部

に対比できないので，一応ヒラガナイ層としたが，この!昔相対比には問題がふくまれ

ている。

構 造: 地層全体がもめているので，走向・傾斜はきわめて復維で，構造を明ら

かにする乙とはできなし、。しかも，同iJJ面の南部地域でみられた NE-SW 性の構造が

急激にかわり， NS 性ないし NW-SW 性の走向が多くみられる。ナイ川下流では
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N30ー 40ーW ・ 35° ，....， 45° NE , ---}n~- ノ~では N5°W ・ 70° NE の走向・傾斜をしめし

ている。

員長ノ沢とウソタン川本流の合流点付近を通りウソタシ川にほぼ、ド行の断層が推定さ

れ，蛇紋岩体をともなっている。

関 係: この地域では，下位層とは断層で践しているロ隣持する中頓別|斗l隔では，

問ノ川層とは整合とされているの

層 厚: 構造を明確に把握できないので，地層の厚さは計測できなし、しかし

少なくとも 700--800 ill 以上は推定できる。

i).4 豊寒別層(新称〉

1902 福地信世: オネンカラマップ統の一部

1935 鈴木 要: ヒラカナイ層の一部十ウソタン憎の一部

模式地: ウソタン川中流流域。

分布: ウソタン川中流から豊寒別川にかけての地 J，む

宕質・)首相: 輝緑岩質凝灰岩とチャー卜から構成されている地層である。ウソタ

ン川流域では，粘板岩や砂岩などの挟在物はほとんどなし、。この様 fは第 5 G<l にしめ

したとおりである。輝緑宥質凝民岩は，緑色を呈するものばかりでなく，赤褐色を呈

するものもある。下位のヒラカ、ナイ層とは ， J醤相から容易に I~< 別することができる。

隣接する中頓別凶 l隔地域に分布しているヒラガナイ同も，輝緑店質凝灰岩とチャー

EZ 山内 e

巴 Sand 山

田町 1

巴山町山

日] s叩n tine

;ν

レやぺ ¥. 員
二~"-/ヂノ J ミ

〉滅、

三電器 ?

第 5 図 ウソタン川下流流域防査閲
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トを主とする地層であって， )首相で

は豊寒7]Ij J曹と似ているようにみえ

る。しかし粘板岩などの挟在物が

あることと，豊寒別層のチャートは

縞状を呈するのに反して，ヒラガナ

イ層のチャートは一般に塊状を呈す

るなどの違いがみとめられるのこの

ような特徴からヒラガナイ層と豊寒

別層とは区別jできる。

構造: ウソタン川の下流地域、

では， N10ー E---N10ーW ・ 4C° ，.....; 30°

SE---NE の志向・傾斜をとっており，

また L流地 j或で、は， N15ー E ・ 60° ，....，

70
0
NW の走 I~J ・傾斜をしめしてい

るっすなわち， I可者の地域の問に

NW 方向の軸をもっ内科構造が存在 第 6 図豊寒別居の板状チャート

しているの豊寒別川の右股沢では， N45ー W• 50ー___80ー SW の走向・傾斜をしめし，

ι記の向斜構造の東翼部をしめているようであるっこの東翼部は，向斜軸にやや斜交

する断)暑で転位している。

関 係: 隣接の中頓別凶 l隔地域で、は，ヒラガナイ層の上位に，整合関係でパンケ

ナイ層が果重している。パンケナイ層は，板状層理の発達した粘板岩から構成されて

いる単調な層椙をもっ地層であるのこのような特徴的な)首相は，国幅地域にはない。

したがって，この豊寒別層の層{立が問題になってくるの一応，乙の地域では，豊寒別

居をパンケナイ層の上位の地層と考えたりしかし実際には，上下の地層とは断層で

J妾している。

層 厚: ウソタン川流域で計測すると， 1 , 200---1 ,300 m に達しているの

ii) ウソタン層群

1902 福地信世: ベーチャン統の一部ートオネンカラマップ統

1935 鈴木 要: ヒラガナイ層十ウソタン層

1963 小山内 照他: ウソタン層群
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ベーチャン層群とウソタン層群との関係は，隣J妾の中頓別凶I隔地域でも問題にされ

たが，この凶l隔地域でもあきらかにすることができなかった， しかし両層群が上下関

係にあるということは間違いなし、すなわち，ウソタン層群の中にはベーチャン層群

中にみられない特徴的な地層があり，ベーチャン層群の異相ということはない。

調査の進展にともない，隣接の中頓別図幅地域でたてられたウソタン層群の層序区

分は，一部は変更された凸

ii).1 ナイ川層

1902 福地信 i吐: べーチャン統の一部

1935 鈴木要: ヒラガナイ層の一部

1953 小山内照他: ナイJl I層

模式地: ナイ川中・下流流域の北側に入る枝沢流域。

分布:同上

岩質・層伺: 粘板岩および砂岩を主とする地層である凸チャートや輝緑古賀凝灰

岩を介在しているが，後者は少なし、チャートは粘板右と立国している場合が多い。

ド部は砂岩の挟みが多く， 上部はチャートが多くなっている。

構造: 全般的に N50ο.-'50° E ・ 60°'"""'70 ♀ NW の走向・傾斜をしめしており単

科構造をとっているつ隣接の中頓別図幅地域の一己内川と流地域の構造の延長部であ

る。

関 係: まえにのべたように， 下位層とは断層で接しているゥこの断層は，構造

的に重要な怠味をもち，乙の断層でべーチャン層群とウソタン層群との本来の関係が

不明になっている。

層厚: ほぽ 1 ， OOOm と推定される凸

ii).2 珠文岳層

1902 福地信世: オネンカラマップ統の一部

1935 鈴木要: ヒラガナイ層の一部

1963 小内山照他: 珠文岳層

模式地: 鬼河原川上流流域ぅ

分 布: 一己内川，鬼河原川およびフーレビア沢の各上流地域っ

岩質・層相: チャートで代表される特徴的な地層であるョこのチャートは，色調

から 3 つの層準に分けられる。
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下底から 600ill 位は，灰白色~暗灰色を呈するチャートが主体であり，中上部の層

準のチャートに比較すると塊状の部分が多し、。ナイ川層との境界付近には，料i板右の

薄層をわずかに挟在しているの中部 400--5∞ m は，赤補色チャート，いわゆる“ red

chert" で代表される。上部 200----300 ill は灰白色チャートが主体である。中. J二部の

層準は，板状の)再理が発達している。

特徴的なことは，ほとんどがチャートで構成されていてほかの岩相を挟まないとい

うことである p このような厚層のチャートは，北海道のどこの地域にも知られていな

し、。

構 造: 分布地域の北東部では， N65° ,......,70° E ・ 65°____70° SE, フーレビラ沢お

よび鬼河原川 t二流地J~T~ で、 N60ー__70ー E ・ 60°__70° NW の走向傾斜を， それぞれしめ

しており，ゆるく湾曲した単科構造を形成している。一己内川上流地域で怯，摺曲に

よるくり返しがみられる⑦ここでは， 1 2i J科構造は浅されているが，背れ構造は断層に

よる転位でこわされている。

関 係: 下位層とは整合である。急、激にチャートが多くなるところから珠文岳届 3

とし fこの

層 厚: 鬼川原川で計測すると， 1,300,......,1, 400 ill に注する。

ii).3 見河原)再

1902 福地 fb" jl そ: オネンカラマップ統の一部

1935 鈴 J十三 要: ヒラガナイ層の一部

模式 J也: ブーレピラ沢中流流 M;;o

分布: 鬼河原川およびブーレビラ V~I ド流地域。

特質・!甫旧: 粘板 nを主とする地層であるロ下部に砂宕層，中部にチャート悼を

やや多く挟んでいる。最 I二部は蹄結目質一凝!反岩で、あるつチャートは一般に縞状を呈し

ている月輝総岩質凝灰右は，赤栂色と陥緑色の部分がまだらに入り混っていて，とこ

ろにより集塊白状を旦する部分もあるー

構造: 分布地域の東部では， N70° ,......,80° E ・ 70° NW，中央部(フーレピラ

沢)では， N70°--30己 E ・ 70°--80° NW，阿部(鬼(rlf原Jll)では N20ー--80ー E ・ 60°

,-..-70° NW の走向・傾斜をしめしているつ下位の珠文岳層と同じ NW 方向に傾斜す

る単斜構造をとっているの

関 係: ド位屑とは整合であるう厚層のチャートが砂胃に変るところから輝緑岩
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TI凝灰むまでを本同としたー

同 )手; フーレビラ沢で計測すると， 1 ， 000m 前後である円

第 7 図 フーレピラ屈のチャート頁岩互層

ii).4 フーレビラ層

1902 福地信世: オネンカラマ

ップ O統の一部

1935 鈴木要: ウソタン層の

一部

模式地: ウソタン川とフーレピ

ラれの合流点付近。

分布: フーレビラ沢ド流およ

びウソタン川下流地域ぅ

宥相・)昔相: 粘板岩を主体とす

る地層であって，チャートや砂岩を

介在しているうこの地層の粘板岩

は，むしろ黒色頁岩といった感じの

するもので，風化すると細くわれるの

一般に板状の層埋の発達している部

分が多い。チャー卜は，淡緑色~暗

灰色の縞状を呈する。砂岩は一般に

第 8 図 フーレビラ層のチャー

ト粘板岩薄互層
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細粒で，板状を呈しているが，局部的に喋岩質の部分があるの

構 造: フーレピラ沢下流地域では， N70° ，.....，80♀ E ・ 55°........70° NW，ウソタン川

ン層群ウソタ

では， N60ーW.-.'800E ・ 60° .-.'80ーN の走向・傾斜をそれぞれしめしている。大きく

みると，東西性の走向で北に傾斜する単科構造をとると考えられる。しかし南北性

の走向をしめすところもあるととから，やや j憂乱されているとおもわれるの

関係: 下位層とは整合である凸

層厚: 800m 以上と推定される。

III.2.1.2 対比の問題点

さきにのべたように，枝幸山地に分布する先エゾ層群は，校卒古生層と呼称されて

いたョこの地域を調査した福地信世は，この校卒古生届を 3 つの統に分吊した凸その

後， ;fJ本要は， 4 つの地層に区分した巴地層区分の基準となる地層の分布地域が達っ

ているので，両者を完全に対比するととはできないが，ほぼ次のように考えられる。

第 2表地層対比表

[ | i 中頓別 l福地信世(1902) I 鈴木 要(1935) 図幅,j"1J /1"- 5' ¥.....""""''-'/浜頓別

1 ウソタン周
信日ー

ピラガナイ日

一一断回一一一一断層ート断
ンケナイ統 | ベーチャン周 !

一一一一一整 合一一一一一.~~-~整 合一一一一| ベーチャン日群 l

ベーチャン統 |ポロヌプリ層 l l

今西は，ベーチャン川の支流である中ノ川流域の石灰岩から Pycnoporidium loba-

tumYABE etTOYAMA を，橋本は，ベーチャン川のカ♂ロから Sρ onglomor ρha n,

sp. をそれぞれ発見したのこれらの化石や岩旧から，福地のベーチャン統および鈴木

のポロヌプリ層は，空知層群の山部層に対比されるようになった。したがって，従来，

秩父古生層や，古生層とみていた H 高系に対比されていた枝辛山地は，そのほとんど

が空知層群に対比されるようになったり

橋本は，福地の層序のうち，オネンカラマップ統をぺーチャン統とパンケナイ統の
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北五異相と考え，山自!日再と主夕張層に対比することができると考えている。

J\ l頓別図幅および浜頓別閃i隔で分帯されたベーヂヤン層群とウソタン層群は，はば

第 2 支のように対比されるつ中頓別 1 ><1幅，m明書の中でのべているように， ウソタン層

群はぺーチャン層群の異相とは考えがたく，やはり上位の地層とするのが正しいのtIll槙

別図幅では，ベーチャン層群およびウソタン層群をそれぞれ山部層と主夕張層に対比

しているロしかし，中央地域の空知層肝とは，岩相や層序で必ずしも一致していないの

さらに，べーチャン層群上部の層序がまだ不明確であり，ウソタン層群との本来の関

係があきらかになっていない現在では，この対比はむづかしい凸とくに，珠丈岳層に

対比されるような地層は，いままで報告されていない内このことは，枝幸山地一市が，

空空II層群の上部期に特異な堆積環境にあったことを志味するものかもしれないの

III.2.2 白亜系

この間幅地域に分布している白亜紀層には， 2 つの性格の遣ったもののあること

は，さきにのべたとおりである。

III.2.2.1 豊別層(新柄、)

模式地: ウソタン川ド l/i~

分 布: ウソタン川の支流で、巾に人る第 1 番 H の枝川地域，豊京店Ij JjJ 下流地域っ

右目・層相: p、l色白岩~、ンルト岩の卓越した地層である。ウソタン川岸の謀反で

は，砂質シノしト岩と頁岩との互層の中に，層厚 20cm Hlj 後の中粒砂岩の薄屈をひんぱ

第 9 図 豊別問の板状頁岩
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んに挟んでいるのまれに，薄い白色凝灰岩を介在しているゥ豆半fは，風化すると，チ

リチリに細かく砕け， ウソ夕、/層群昆 k部の頁岩様の料i板右にくらべていちじるしく

脆弱である。

豊末別 III やその北側の校Uてでも，ほぽ同じ岩質・)再相をしめしているようである口

出出状態が思いために，正確な岩相層}子はあきらかでなし、。害寒別JII中流の貯水池人

口近くの露頭には， J(fi シルト手f7iJ\"iの上位に陳岩-----f5'if柴砂告が黒竜しているのがみ

られるつ

この)再準には阿保岩質凝!氏岩やチャートは全く見当らない。豊寒日Ij川の小さな校沢

で，扮岩様岩の転石がみられたが，分布は不明である。

構造: ウソタン川支流では， N60白 W • 55ー SW, N30ー W ・ 45° NE ，聖寒別

川では N 40 0E ・ 15° SW, N40ー E ・ 30° SE の走向・傾斜をそれぞれしめしている。

ともに分布している範同がせまく，話 HI の状態がわるいので，構造はあきらかでない凸

関 係: 周囲は断層で閉まれていて， 下限層との関係は不明である。宕質・同相

や，分布している構造的位置などから，中頓別 l-s l市民地域や青威子府凶 1隔地域の歌登層

ti干に対比されるものと考えられる。

層 厚: 少くとも 400m 以上あると推定されるの

III.2.2 上部エゾ層群

図l隔地域に分布するエゾ層群は，上部エゾ層群だけで，中下部エゾ層群は分布して

し、なし、。

i) 上頓別層

1963 小山内照他: 上頓別層

模式地: 一己内川ド流流域っ

分 布: 凶幅地域では，一己内川下流地域にわずかに分布しているだけで，広く

分布しているところはむしろ南に隣接する中頓別凶幅地域である。

岩質・)首相: 陥灰色のシルト岩で構成されていて，全層ほとんど均一の層相をし

めしている。一般に無層理なことが多く，風化すると細く砕ける。まれに白色凝灰岩

の薄層を挟在しているほか泥灰質団球がふくまれている。

構造: N15ー.......25ーE ・ 70°.......55° NW の走向・傾斜をしめし，単斜構造を形成し

ているの

化 石: 凶l幅地域では，化石は発見されなかったが，市方延長の中頓別以 II隔地域
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]2)

で， InoceramusnaumanniYOKOYAMA の産出が減告されている。

層 厚: 一己内川流域で計測すると 300---400 m であるの

関 係: 凶幅地域では，断層でポロヌプリ層と銭している円 1 [1頓別同!隔地域では，

中部エゾ層群のーの川層と整合のようである凸

ii)零号沢層

1963 小山内照他: 零号沢層

模式地: 一己内川下流地域ゥ

分布:同上

岩質・層相: 砂岩や頁岩で構成されている地層であるっとの地層の|何方への延長

した中頓別凶 l隔地域内では，喋岩層から始まり，砂有頁岩の互)留や，凝灰岩をひんぱ

んに扶む乙とを特徴としてあげている。凶 l隔地域では，分布がせまいので，中頓別図

幅地域でみられるような岩相は確められなかったの

構造: 下位の下頓別)普に果重していて，西に傾いた単斜構造をとっているう

関係 :T 頓出憎とは整合である。

化 石: 乙の地域では発見されなかった。この図 l隔の市に隣接する中頓別 l斗幅地

j或で， Gα udryceras tenuiliratumYABE , Hauericerasgardeni(BAILY) , Inoceramus

spp. など、の庄出が報告されている。

層厚: 300m 以上と Ht 定されるの

iii) 寿層

1963 小山内照他: 寿層

模式地: 弥生西方山地。

分 布: 弘生両方からウツナイ川下流にかけての地域，モウツナイ川の北側に入

る支流流域。

岩質・!首相: 時灰色のシルト岩~砂質、ンルト岩から構成されているのシルト岩の

産状は，一般に無層理の部分が多く，風化した露出では，オニオン構造がみられる。

量的に少ないが，砂岩もふくまれているの砂岩は灰白色~青灰色を呈する中粒~粗粒

砂岩である。、ンルト岩との接触部付近では，シルト岩の破片をとり込み，“泥クイ"

状を呈しているのまた縞状を呈する部分もあるのまれに，灰白色の凝灰岩の薄層を挟

んでいるほか，石灰質団球がふくまれている。

構造: 弥生からウツナイ川にかけての地域では，向斜構造をはさんで，東西両
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側に背斜構造がみられる。東側の背斜構造は， N20ー.-30ーW • 55ー.-70ー SW, N30ー

__70ー E ・ 20° ，..... 50° SE の走向・傾斜をしめしており，背斜軸の丙側で軸とほぼ平行な

断層が発達している巴西側の背斜構造は， N35°,.....5°W ・ 42°，.....50° SW，および N 10ー

E ・ 60° NE の走向・傾斜をしめしているつモウツナイ川支流でも背斜構造の核として

露出している。いずれも，摺曲軸は南に沈んでいるつ

関 係: T位の零号沢層との境界は，沖積低地下にあるので不明であるゥ南に隣

接する中頓別問幅地域内の零号沢では，下位層とは整合漸移であるョ

化 石: 石灰質団球の中から Ammonite の破片を産出したが，属種は法定でき

なかった。

層厚: 500.-600m であるロ

111.2.3 頓別層群

1950 今西茂: 頓別!昔前:

1963 小山内照他: 頓別層群

この層群は，この地方の白亜紀の最上部を構成している。岩相的には，粗粒相に富

むことと i疑灰質であることが特徴である o産出する Ammonite や Inoceramus は，上部

浦河世からへトナイ世にかけてのものであるの産出化石と岩相的な特徴から由-湖層群

や安川層鮮に対比されている。しかし阿に隣接する上猿払閃 1隔地域で怯，乙の地域

の頓別層群のほぼ最七部までを t部エゾ層群にふくめている。したがって，対比に若

干の問題があるが，中頓別凶 III肩によって函関 l層群に対比したり

i)l 駒層

1963 小山内照他: l!駒層

模式地: ウツナイ川の南に入る支流っ

分 布: ウツナイ )1/ と頓別川の聞の山岳地帯の段線部地域ゥモウツナイ川中流の

北側地域。

岩質・層相: 岩質や層相から 2 つの部層に分けられる。

砂岩部層: 組一中粒砂岩をひんぱんに挟在しているシルト岩~砂質シノレト岩から

構成されている c 砂岩は，灰白色の凝灰質砂岩で，泥岩の砂片をふくむ“泥クイ"状

を呈している部分が多い白

シルト岩部層: シルト岩を主とする部層である巴砂質、ンルト岩や納粒砂岩と葉片

状の互層をなす部分もあるの全般的に泥質相の卓越している部層であるロ
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構造: ウヅナイ JIl l"布部では，市に沈む向斜構造から， NW-SE 性の走向で SW

に傾斜する単斜構造に移化している 5 向斜構造の軸は，ほぽ N 10
0
E である。単斜構

造をとる部分では， N20ー.-25ー W • 40ー--...60ーSW の走向・傾斜をしめしている。ま

た，モウツナイ川北側では，南に急傾斜した軸をもっ背斜構造がみられるつ

関 係: 下位の寿層とは整合漸移である。砂岩をひんぱんに挟むところから，上

駒層とするの

層厚: 約 500m である。

ii) 平太郎沢層

1963 小山内照他: 平太郎沢層

乙の地層は，この地域の白亜紀の最上部をしめる。

模式地: ウツナイ川上流流域。

分 布: ウツナイ川上流地域，モウツナイ JII と流地域っ

岩質・層相: 全体的な層相は，粗粒相と泥質相との厚い互層で特徴づけられてい

る。岩十日の違し、から 5 つの部層に分けられるの

下部砂岩部層: 灰緑色~灰白色の砂岩が多く，シルト岩をひんぱんに挟んで、いる。

砂岩は，シルト岩の破片をふくみ“泥グイ"状を呈する部分が多い。部層上部には，

陪緑色や赤褐色などいろいろな色調の粒子をふくむいわゆる“雑色砂岩" もみられ

る。

下部シルト岩部層: 暗灰色‘ンルト岩を主体とする部層であるつシルト岩には，板

状を呈する部分や塊状でオニオン構造をしめす部分などがある。まれに石灰質 I司球を

ふくんでいる σ

中部砂岩部層: “泥クイ"砂岩や，シルト岩と細粒砂岩との葉)十状互層などで構

成されている部層である。

上部シルト岩部層: 全般的に均質な塊状のシルト岩で構成されている部層であ

る。

上部砂岩・礁岩部層: 凶l隔地域の南丙隅に分布し，中~粗粒砂岩で構成されてい

る。 lドに機岩層を挟んでいるの

構造: 丙側に隣接する上諒払凶幅地域に存在している南北性の向斜構造の東翼

部にあるロすなわち，モウツナイ川より南では，市北走向で，西に傾斜した単斜構造

をしめしている。しかし， 17 線川上流地域では，南北性の軸をもっ背斜構造がみられ
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る凸との背斜構造は南に沈む形をとっている力

関 係: 下位の上駒層とは整合漸移であるう“泥クイ"砂岩の多くなるころから

平太郎沢層とした。

III.3 新第三系

図幅地域の新第三系には，中新世の 17 線川層と，鮮新世の中頓別層がある。

III.3.1 17 線川層(新称)

1960 問中啓策: 稚内層

1963 小山内 照他: モベーチャン層

模式地: 17 線川流域ョ

分 布: ウツナイJllJl lu から 17 線川流域にかけての地域，一己内川中流地域。

岩質・層相: 17 線川地域に分布しているとの地層は，ほとんどが硬質頁岩から構

成されているち ζ の地層は，上猿払 l司幅や鬼志別図 I隔地域で、稚内層とされたものに連

続しているのウツナイ!I I と頓別川との合流点付近で，基盤の白亜紀層との不整合関係

が観察されるョ乙こでは， 17 線川層は， 30.........50cm の基底操右にはじまり，その上に

3m 前後の青灰色の中~粗粒砂岩が累重している，さらにその上位は，板状層理の発

達ーした陥灰色硬質頁岩に移化している。

一般に，硬質頁岩はシルト岩と頁岩との互層で， 5cm 前後の厚さの板状をしめし

ているつ中に 4--5m の層厚の相粒砂宕を挟むことがある凸

一己内川中流地域に分布する岩相は，泥岩や砂岩で構成されている。この部分は，

ベーチヤン川やモベーチャン川流域などに分布するそベーチャン層の延長部にあた

る。

17 線111 層はモベーチャン層に対比されるが，岩相は，モベーチャン層とはかなり違

っている。モベーチャン層の岩相は，一己内川まで迫跡することができるが，その北

部は中頓別層におおわれていて露出がなし、したがって，どのような形で岩相が変化

しているかあきらかで、なし、

関 係: 白亜系の各層準と不整合で接している。なお，一己内川では，日高黒層

群と断層で接している凸

化 石: 基底礁岩の中には，介化石がふくまれている。次のような介化石が鑑定

された。

Pecten(5.5)sp.
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Mizuhopectensp.α

M. sp.jj

K. d.Kagamianus(Yak.)

Chlamyssp.a.'!.C.CosibensisHanzawaMasuda

(北大・魚住悟氏鑑定)

層厚: 600m 以上と推定されるう

III.3.2 中 I頓別層

1963 小山内照他: 中頓別層

模式地: 鬼河原川下流地 j或ゥ

分布: 一己内川中・下流地域，鬼河原川下流および北部の丘綾地域っ

岩質・層相: 喋岩，喋質砂岩および砂右 aから構成されている地層である。一己内

川および鬼河原川地域では，喋岩と!諜質砂岩である。傑岩は，米粒大~小豆大の細粒

操岩が多い。基底から 50--60m 位のところに介投の密集市がある。 しかし，南部の

尻無川や平賀内川流域に分布する介殻石灰告ほど介殻は多くなし、。

鬼河原川の北側の小沢では，砂岩とシルト岩の縞状互層や刺 n粒砂岩が多くなってい

る。

関 係: 下位の 17 線川層，豊別居およびボロヌプリ層を不整合におおっている。

化 石: 探岩層の中から多くの化イ iを産出するの隣接の中頓別凶 l隔地域でわ次の

ような化石が報告されている。

Yoldiasp.

Patino ρecten (Patinopecten)NakatonbetsuensisAKIYAMA

P. (P.) HashimotoiAKIYAMA

P. sp.A.

Chlamysswifti(BERNARDI)

C. sp.

Luscinomaannulata(REEVE)

Macomasp.

Macomaoptiva(YOKOYAMA)

Myacuna ザ'armis (BOHN)

Ne ρtunea arthritica(BERNARDI)
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Balanusgen.etsp.indet

なお，中頓別問 III長の市部地域では，滝川一本別化石動物群にはば相当する化石を産

出してし、る。

)脅 厚: 一般に塊状で計測ができないが，約 300m と推定される。

III.2.4 第四系

|司 l隔地域の北丙部には，第四紀の堆積物が広く発達している。これらは，いくつか

に区分されるが，そのうち，更新計のポンニタチナイ層および浅茅野層， fijI 積層が広

い分布をしめしている巴

III.2.4.1 更新 ill:

1) ポンニタチナイ)番

1964 北Jl llf 男他: ポンニタチナイ)脅

1964 松下勝秀他: 第 2 段丘堆積物

常盤北方から，グッチャロ沼にかけて，高度 30---50 m のやや平坦な地形が発達し

ている門この干悶面は，ポンニタチナイ面と呼ばれている。ポンニタチナイ層は，こ

の面を形成している地層である。

模式地: 常盤丙方の崖の

分 布・ 楓，常盤および金ヶ丘の台地地域，クッチャロ沼の大沼と小沼にはさま

れた台地，ウソタン川下流付近の台地。

岩質・層桐: ポンニタチナイ層は頓日 IJ川沿いの庄でよく観察できる。この地層

は，おもに粘土，砂および礁から構成されている。全般的に粘土の多い地層である。

粘土には，陪青灰色のものから，赤褐色のものまである。楓北方地域では，厚い瞭層

が発達している巴乙れらの状態は第 10 凶にしめしたとおりであるロ常盤西方地域で

は，わずかに炭化した埋れ木を扶む層準がみられる。ウソタン川に沿った地域では，

泥炭層を介在しているち

化石: 柱状閃 59 地点で， シルト屑の中に化石帯がある凸化石保存状態はよく

ない。次の化石が報告されている。

OstreagigasTHUNBERG

Macomasp.

Erodonasp.

Osrtea がとくに多い化石帯であるの
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柱状|三164 地点で、は，クルミの実が発見された。杭状凶 16 J也点の泥炭屑に， Menyｭ

antes trifoliata の種子や昆虫の破片ーが多量にふくまれている。粘士)普に， ，高師子僧

をふくむところが多し、口このほか粘土!脅から CoscinQdiscus sp. の産出が報行されて

し、るの

H!J 代を決定する資料はないわしかし分布状態，岩相および合有化石から，宗谷サロ

ベツ地方に発達している恵北層に対比されるものと考えている。

層 厚: 50m 以上』土推定できるの金ヶ丘の台地上で実施されたボーリングの結

果， 100m 以上の粘土層が存在するといわれるがたしかで、なよ。

ii) 浅茅野層

1964 松下勝秀他: 第 3 段丘堆積物

1964 北川芳男他: 浅茅野層

1965 松下勝秀: 浅野茅層

模式地: グッチャロ大沼東紘の庄。

分 布: 浜頓別周辺の台地，ポンニタチナイJflから安別にかけての台地，山軽周

辺の台地。

岩質一.層相: この地層の分布している地域に， 標高 15 ，...... 30m の平坦面が発達し

ている。これは，浅茅野層の堆積面で，浅茅野面と呼ばれている。

浅茅野!曽は，おもに砂や喋で構成されているのしかし仁達内川下流周辺の台地で

は泥質相が多い(柱状凶， 7, 9, 10 地点)。

砂瞭層は，粗粒砂~綱臣告が多く， j;:↓交層理をしめしているところが多し、。陳種は，

古期岩煩の粘板岩，チャートおよび佐賀砂岩がほとんどである。また礁の形板が扇平

なものが多く，現在の海浜砂礁によく似ている。

関 係: 下位のポンニタチナイ層を不整合におおっているの

層 厚: 15m は計測される。 しかし，猿払一鬼志別地域で吋，電気探査の結果

から 10，......50 m と推定されている。したがって基盤はかなりの凹凸があるようである。

以上のべた更新世の地層は，地形的に新第三紀層と IRJj ljすることができるのまず，

標高で，まえにのベた高度で区別することができるほか，沢型の特徴から判定するこ

とができる。すなわち，航空写真により沢の形を観察すると，特徴的な差がみられる。

新第三系の 17 線)11層が分布している地域のれ刑は，比較的単調であるのに対して，

キ現地の人の話。
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第 11 図 新第三系と第四系の沢型特性凶

第四系のポンニタチナイ層の分布している地域の沢は，細い樹板状をとる校沢の発達

がし、ちじるしい(第 11 凶)。また，山軽付近の浅茅野層の沢型は，むしろ単調である

のに対して，ポン仁達内や仁達内付近の浅茅野層では，ボンニタチナイ層とほとんど

変らなし、のとのことは，砂質や泥質などの堆積相を反映しているものである。

これら更新世の地層について，明確な年代設定はできなかった。今後，この地域を

ふくむ天北地域の第四紀の研究が進むにつれて， しだいにあきらかになるであろう。

iii) 段丘堆積物

図幅の南東部 III 地の周辺に，平坦な段丘面が発達しているのこれらは，標高で 2 つ

の面に分けられる。高い方から第 1 段丘，第 2 段丘とする。

第 1 段丘堆積物: 標i詩 40..--'00 m の平坦面を形成していて，主にウソタン川以北，

盟寒別にかけて分布しているつ一己内川南方から南に隣接する中頓別図 i隔地域にかけ

て，標高 60..--'80 m の平坦面が発達している第 1 段丘面の延長であろう。沖積面から

の比高はほぼ 30--40 m であるの平，坦面は，喋および粘土で構成されており，やや解

析されているの
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部 2V交正JfU'lt物: この J!I二信物は ';;J、生からウソタン川にかけての 'IλJI \.[(I j, \~):日 IJ から

料 l什にかけてのギm.l耐をそれぞれ 1耐えしているの l)ij青は県 I'百 25 ......，.，40 m で， 主に傑や

粘士から構成されている〔後f';'は標 I~ミ 10......，.，20 m であって，粗fル、，制雌および杭土か

ら構成されているつ両者は比高でもわずかに長はあるが，第 2 段丘としてイ吊したの

、|吋日 i百の併析の度合し、や高度は， 1支J;肝 i古iによく似ているのしたがって，形成され

た同期は，浅茅野層と同一時期と考えられる。

豊牛付近に発注しているこの平担面上には，先史 II ~j 代の遺跡や土器などの造物が琵

見されている。これは押明文よ土器といわれるもので，新石器 H寺代前期のものである

といわれているの

iv) 風成堆積物

III 軽両方の台地上に，高度 4--5m の小丘が分布している。これは， MH ---， ·j ，砂で構

成されていて，形態から浅茅野 I可土に形成された r}l~ 6少丘と考えられる。

III.2.4.2 現世

現世の堆積物は，砂堤列，砂丘 ， f主錐 j者;積物および Ml~ 占層(氾脱原 J1 主主主物 +-?M 地性

堆積物)であるの

i) 砂堤ダ IJ

頓別川川口付近から北西方向にむかつて 700 ，.......， 800 m の l隔で分布しているもので，

高いところで標高 5m 前後である凸海岸に平行な細い縞状地 f肢を形成している。航

空写真で観察すると，海岸に近い程，縞の問かくがせまくなっている o ilIW別から市東

の海岸では，砂堤列全体の幅は急激にせまくなり 200--300 m となるの乙れらは砂傑

で構成されていて，占い砂堤が，海岸線の後退により陸上にあらわれたと考えられる。

ii) 砂丘

海岸線に沿って，現在の海岸砂丘が分布している。基幣をなしているのは砂虎であ

る。

iii) 崖錐堆積物

豊別から斜内にかけての海蝕崖や，豊寒日Ij川の南岸にそって分布していて，瞭や粘

土で構成されている巴このほか地質図に塗色してないが，一般に山岳地帯と段丘面‘と

の境界 H; 近にも分布している巴

iv) 沖積層

沖積低地を形成している堆積物で，砂・喋，粘土および泥炭から構成されている。
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地去の分布からみると，ウソタン川以南の地域は一般に砂や粘土が多く，その他の地

*域は泥炭が多い。頓別J II 下流でおこなった I武錐資料によると， 泥炭の下には 30m 以

上のヘドロ交りのそしような細砂~、ンルト層が発達しているようであるのこのことか

ら，かなりの深度まで軟弱層の存在が推定される凸

グッチャロ沼周辺の低平地に泥炭が広く分布している σ レガシュウンナイ川下流地

域の調査資料によると，泥炭の厚さは 1---2m であるのこの地域では，地友ド 2--3m

のと乙ろに貝殻層があるつ次のような只煩が報告されているつ

OstreagigasTHUNBERG

7ケαρedium j，αρonicam PiLSBRY

Macomasp. (i ncongru αtype)

Macom αsp.

Erodo 仰 anurensis (SCHRENCK)

AnomialishkeiDAUTZENBERG& FISCHER

Castro 仰向の 2 種

Corbicula} αρonica PRIME

Macomanasuta(CONRAD)

Dosiniasp.

以上の只油、には，中かん性， r弓かん性，海地種などがあるゥ

安別付近の泥炭層の下にも只殻層が存在しているうここでは(柱状凶 27 地点)， }曽

厚1l 5cm の泥炭の卜.に淘汰のよい砂~湘傑層が発注していて， この 1[1 に只投層がふ

くまれているつ次のような只類が産出するの

OstreagigasTHUNBERG

Raραna thαmosiama CROSSE

Dosiniajαpanic α(REEVE)

Trapediumja ρonicam PILUSBRY

PaρItωρhili ρpinarum

Petramacam α irus (HANRY)

(北大・魚住悟鑑定〉

これらの只類、は，現在，北緯 42° が|長官、の北|浪であるのしたがって，現主より 2 ，....，

キ浜頓別町役場
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2.5m 海水位が高く， n伎)吾を形成した時:期には， オホーック海岸は，現在より温暖

*な海流の支配下にあったと考えられる。

III.2.5 火成岩

この図 l隔地域に発達している火成岩は，日高累層群の中の輝緑岩や断層にともなっ

て発達している蛇紋岩があるの

日高黒層の中に発達している輝結岩質凝灰宕)暑の 111 に，輝緑岩やスピライトが存在

していると考えられるが，肉眼で識別しうるものは少なし、地質図には区別しないで

輝緑岩質凝灰宕としてす舌塗色したの

蛇紋岩は，断層にそって分布しているの規模のノトさな岩体で，いちじるしく勇断さ

れている凸葉片状をとり，粘土化作用をうけていることが多い。

III.3 地質構造

図幅地域の地質構造は，地質系統に応じてその復雑性が i主うのすなわち，新第三紀

)吾は，ゆるい傾斜で単純な地質構造を形成しているのこれに反して，先第三系の各層

は，摺 I出や断層などの影響をうけた複雑な地質構造をしめしている。ここでは，主に

先第三紀層の構造を説明するつ

地質構造は，摺曲と断層の 2 つの要素がある。また，地質構造や分布する地質系統

を検討することによって，この地域が，北海道中軸部にみられる巣市構造のどのよう

な位置にあるかということがあきらかになるョさらに，そのことによって，泉市構造

の意義が深められる。

III.3.1 摺曲構造

摺曲構造は，凶幅東部地域に発注している日高泉層群と，西部地域に発注している

エゾ層群とでは，大きな違いがある。

日高黒層群の摺曲構造は，断層でこわされていて，本来の構造はあまり残されてい

ない 5 背斜構造がわずかにみられるだけである。隣接の中頓別 lヰ III討をふくめて考察す

ると， J ド頓別図幅 1 /1 .南部で特徴的な市北性の構造要素は，中頓別区 1 1)1面北部から浜頓

日IJ 図柄南部にいたる地域で， NE 方向に響曲するのそして，これらの地域では，鱗片

状の単科構造や倒立摺曲の発達が特徴的であるつこれに反して，一己内川以北の地域

に発達している円高泉層群は，地塊運動による転位で方向性は一定していなし、

*北海道各地(函館・網走) の資料では，縄文海進に相当するものと考えられてい

るう(魚住悟訴，湊正J札北海道第四紀研究会講演)
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o 2 4km

第 12 図 日高累層群および白 I臣紀日構造概念凶

西部地域のエゾ層群の構造も，ほぽ南北性の楕曲構造が優勢である。この地域のエ

ゾ層群を大きくみると，ド:<l幅地域のすぐ西側にある南北性の向斜構造の東翼部にあた

るロ南の中頓別図幅地域での単調な単斜構造が， [gjr 隔の南部まで延長している。しか

し，北にゆくにしたがって小摺曲が発達している。いずれも摺曲軸は南に傾斜してい

るの

これまでのべた一般的傾向を， 摺曲軸や走向などの線構造でしめしたのが第 12 凶

である。

III.3.2 断層構造

断層構造は，摺曲構造に関係あるものと，地塊運動に関係のあるものの 2 つがある。
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前者の多くは，摺曲構造とほぼ平行の方向性をもち，衝上性の断層が多い。図幅の南

東部地域にみられる NEE-SWW 性の断層は乙のよい例である。この性質をもっ断

層には，蛇紋岩をともなうことが多し、。図幅の西部地域のエゾ層群の中の南北性の断

層も，摺曲運動の時期に生じたもので，時期的にほぼ一致する可能性がある口

ウソタン層群や，ウソタンJl I中流地域に分布しているべーチャン層群の中に発達し

ている断層は，むしろ地塊運動によって生じたものであろう。時期的には，一時期を

画するものではなさそうである。

III.3.3 図幅地域の占める北海道における構造的位置

地層の分布や地質構造から，北海道をいくつかの構造単位に区分する試みは古くか

ら行なわれている。そのうち，北海道中軸帯は，顕著な南北性の帯状配列で特徴付け

られているロとの代表的な断面は， 日高山脈の西側でみられる。

神居古i草帯は，北海道を南北に縦断し樺太に達する雄大な構造帯である。一方，乙

の東方にはこれも北海道を縦断するような規模で日高帯が存在している。両者の聞に

は南北性の摺曲や断層で、特徴付けられるいろいろな地質時代の地層が分布している。

すなわち北海道で帯状配列のもっとも顕著な地帯であるロ

神居古狸帯のすぐ東側には，南はケリマイJl I から北は乙の図幅地域まで，白亜系の

*地層が帯状に分布している。

**この白亜系の東縁には，緑色岩類(いわゆる輝緑凝灰岩)が分布している口このよ

うな配列の形態は図幅地域にもあてはまるのとの緑色岩類は，東西両側に接する地層

に関係なく独自の構造を保っているようであるのまた，この緑色岩類は南部の日高山
17)18)

脈西方で，火成岩的要素が強いといわれる。一方，乙の緑色岩類は中部北海道では空

知層群の山部層の模式地となっている。すなわち，“ effusive facies" という意識を

持ちつつ“ sedimentary facies" として Key-bed 様に対比しているのが現状である。

乙のように“ Occurrence" に問題が残されている。

しかし，ここで注目すべきことは，緑色岩類と白亜紀層との関係である。空知層群
19)20)

の堆積後，下部エゾ層群堆積までの聞に大きな削剖があったといわれている。また，

中部エゾ層群の基底には大きな不整合があり，この乙とは，各地の調査で報告されて

*新第三紀層や火山岩類におおわれて分布が中断されることはあるが，先白亜系に

より中断されることはないようである凸

料 いろいろな呼び方があるが，誤解を避けるためここではこのように呼ぶ。
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いる。とのように，幾度かの大きな削剥の時期があるにもかかわらず，エゾ層群は，

断層や不整合などその関係を問わず，山部層とだけ接しているというととで、ある。こ

の事実は，ただ単に構造運動時における岩石の硬軟の問題や，偶然の現象とは考えら

れない。すなわち，この緑色岩類は，エゾ層群の堆積や，その後の変形に重要な役割り

を果したと考えられる白いいかえれば，乙の緑色岩類が構造帯として独立性をもって

いるととを意味する。すなわち，構造帯として，日高帯と神居古揮帯との間の構造上

*の septa 的要素を持つものであろう。また，とのことは，禄色岩類の噴出機構にも

重要な関連を持つものであろう。

IV 鉱産資源

図幅地域に分布する鉱産資源、には金，水銀，石灰岩および石材がある。

IV.! 金鉱床

図幅の南東部山地は，古くから枝幸産金地帯として有名である。現在でも，その選
向

鉱跡が各所にみられる。この地域の金鉱床については，福地の調査報告がある。福地

によると，次のようである。

鉱床には，脈状鉱床と漂砂鉱床とがある。脈状鉱床は，石英脈と石英方解石脈で，

厚さ 10.......30cm，延長 5--10m ていどのものである口鉱脈の含金量は問題にならな

い。産金地として有名になったのは，漂砂鉱床としての砂金である白砂金は，いまま

でにかなり採集されたようであるが，その量は明らかで、なし、。

**IV.2 水銀鉱床

露頭の位置は，寿西方のパンケプチャン沢にあり， 20 数年前に発見された。その

後， 4 つの探鉱坑道が開坑された。坑道は崩壊がはげしく，掘進距離は短いようであ

る。坑内での鉱床の走向・傾斜は確認されていない。

水銀鉱床の匹胎場所は，上部エゾ層群中に発達する勇断帯の中である。鉱床は，辰

砂の鉱染状または網脈状鉱床である。鉱染状と網脈状は互に移化し，鉱脈は含辰砂方

解石脈である。

品位は，良質部で 0.3%.......0.5% あるが，全般的に錨幅がせまい口鉱量は未確認で

あるが規模の大きな鉱床とは考えられない。

*日高累層群の構造の一部ではなく，別個のものを考えた方が適切かもしれない。
21)

**斎藤昌之，藤原哲夫の調査報告による。
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IV.3 石灰岩

地質の項でのべたように，石灰岩は，ベーチャン層群の中に介在している。しかし

一般的に小岩体である。東に隣接する目梨泊図幅との境界に，まとまった岩体が分布

しているにすぎない。
30)

乙の石灰岩鉱床は，酒匂・土居によって調査報告されている。この報告によると，

ほぽ次のようである。

石灰岩鉱床は，日高累層群の輝緑岩質凝灰岩中に不規則なレンズ状をなして，賦存

している。規模は，大きなものでない。鉱体は昭和 38 年当時の採掘切羽の両側に 80

--30m の延長が確認されていて，鉱体の可採鉱量は，約 22 万 t である。

IV.4 砕石・山砂利

斜内山道やモブタウシ西方に発達している輝緑岩質凝灰岩は，砕石原料として利用

されている。岩質が良好なことと，乙の地域より北のオホーツク沿岸には砕石の対象

となる岩石が存在しないという乙ともあって需要が多い。またウソタン川下流では，

フーレビラ層の中のチャートを採石している白しかし品質は輝緑岩質凝灰岩よりわ

るい。

山軽地方では，浅茅野層の砂喋を道路の路床用に利用している。
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Resume

ThemapareaoftheHamatonbetsusheetislocatedinthe

northernpartofHokkaidδ ， betweenLat.45ー.00'-45ー.10'N.andLong.

142ー.15'-142ー.30'E.

I Topography

TheareaoftheHamatonbetsu sheet-mapisdividedtopograｭ

phical1yintothefollowingfourparts.

1) Mountainouslandinthesoutheasternpart.

Thisisoccupiedbymanymountains, 300 ,.....,700 m abovesea

level. Mostofthemshow relatively 日at ， continuousskylines

about400m inheight, onwhichMt.lumon , 761m abovesealevel,
isstanding. Thislandcoincidesapproximatelywiththearea

occupiedbytheHidakaSupergroup ,

2) Hillylandinthesouthwesternpart,

Thisisawavy, hillyland, about100--200m abovesea level,
andiscomposedmostlyoftheCretaceousandNeogeneformations.
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3) Flatplainsinthenorthwesternpart.

Theycomprisestwoplainsof di 百erent elevations, i. e., 10-ｭ

30m, and40--60m abovesea level, respectively. Bothofthem

aredepositionalplainsformedbytheQuaternaryformations.

4) LowlandalongtheTonbetsuRiverandKutcharoLake.

ThisisallcoveredbytheAlluvialdeposits.

II Geology

Thegeologicalformationsdevelopedinthisareaaresummaｭ

rizedinTable1.

1) Jurassic-lowerCretaceousformations.

TheHidakaSupergroupwhichformsthebasementofthis

area, isdividedintotheP邑chan GroupandUsotanGroup, bothof

whicharefurthersubdividedintomanyformationsfromtheir

rockfacies. ThelowerP邑chan Groupmaybecorrelatedtothe

SorachiGroupofcentralHokkaidδby meansofthefossilevidence.

i) ThePechanGroup

The Poronupuri Formation: This is chie 自y composed of

diabasictu 百， associatedwithdiabase, spiliteandlimestone.

The Mano ・kawa Formation: Thisismainlycomposedof

slate, withintercalatedsandstone, chert, diabasictu 百 and limestone.

TheHiraganaiFormation: Thisalsoconsistsofslate, sandｭ
stone, chert, anddiabasictu 任.

TheToyokanbetsuFormation: Thisconsistsmainlyofdiaｭ

basictu 百 and chert, accompaniedbysmallamountsofslate.

ii) TheUsotanGroup

TheNai-gawaFormation: Thisiscomposedchieflyofslate

andchert.associatedwithdiadasictuffandsandstone.

The]umon-dakeFormation: Thisiscomposedof chert, of

whichtheso-called“ red chert"ischaracteristicofthisformaｭ

tion.

TheOnigawaraFormation: Thisismainlycomposedofslate

andhaswell-developeddiabasictuffintheuppermosthorizon.
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ToyokanbetsuFormation

HiraganaiFormation

Mano ・kawa Formation

TheFu.rebiraFormation: Thisischieflycomposedofslate,
withintercalatedchertandsandstone.

2) CretaceousFormations.

The Toyobetsu Formation: This is mainly composed of
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shale, whichintercalatesalternationofsandstoneandshale, and
locallyalsoconglomerate.

i) TheUpperYezoGroup.

IngeneraltheUpperYezoGroupischaracterizedbythewellｭ

developedmudstonefacies, whichmaybeclassifiedlithologically

intothefollowingthreeformations.

TheKamitonbetsuFormation: Thiscomprisesmainlydark

greyshale, andsiltstone.

The Reig6 ・zawa Formation: This iscomposed ofmainly

sandstone, shale, tu任 and conglomerate.

TheKotobukiFormation: Thefomationisrepresentedby

siltstone.

ii) TheTonhetsuGroup

Fromtheoccurrenceoffossils, rangingfromupperUrakawa

periodtoHetonaiperiod, thisgroupiscorrelatedtotheHakobuｭ

chiGroupincentralHokkaid6. Lithologicallythegrouphasthe

followingtwoformations.

TheKamikomaFormation: Thisislithologicallycomposed

ofthelowersandstonememberandtheuppersiltstonemember.

TheHeitarδOzawa Formation: Thisiscomposedofsandstone

andshale, whicharedividedintothelowersandstonemembers,

lowersiltstone member, middle sandstone member, and upper

sandstonearidconglomeratememberinascendingorder.

3) Neogene formations.

TheNeogeneformationsincludethe]iishichisen-gawaFormaｭ

tionoftheMioceneandtheNakatonbetsuFormationofthePlio-

cene.

The]iishichisen-gawaFormation: Thisiscomposedofmudｭ

stone, conglomerateandsandstoneinthesouthern part, andof

hardshaleinthenorthernpart.

TheNakatonbetsuFormation: Thisiscomposedof conglo ・

merateandsandstone.
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4) QuaternaryFormations.

The Ponnitachinai Formation: This is presumably lower

Diluviuminage, andiscomposedofgravelsandclay. Sometimes

layersofpeatareintercalatedbetweentheclay.

TheAsajinoFormation: Thisischieflycomposedofsand

andgravels.

Terracedeposits: Terraceoftwo di 百erent elevationsare

developed;thefirstterraceis40--70m , andthesecondis15--40

m inelevation. Bothofthemarecomposedofgravelsandclay.

Sandbarsandsanddunesaredistributedparalleltotheshore

line. AlluvialdepositsaredevelopedalongtheTonbetsuRiver

andtheKutcharoLake.

III EconomicGeology

Amongthemineralresourcesfromthis area, gold, mercury

andlimestonearementioned. TheUsotanRiverhasbeenknow

as “ Esashi auriferousprovince", whichhasproducedlargeamounts

ofplacergoldforlongyears, andthesitesofoldoredressingcan

be found around this river, even way up in themountains.

Depositsofgoldveinsarenothighinquality.

TracesofmercuryarefoundintheUpperYezoGroupalong

asmallrivertothewestofKotobuki, andatonetimeprospecting

wastriedbymeansofadits..Oncelimestone, whichisintercalated

intheManokawaFormation, wasquarriedintheeasternpartof

thisarea.
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